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い
ま
「
地
産
地
消
」
の
動
き

が
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
動
き
を
支
援
し
広
め

て
い
る
自
治
体
や
農
協
な
ど
の

側
か
ら
情
報
を
提
供
し
て
い
る

の
が
、『
21
世
紀
の
日
本
を
考

え
る
』（
季
刊
誌
）
だ
。
例
え

ば
、「
地
産
地
消
」
を
特
集
し

た
15
号（
２
０
０
１
年
11
月
号
）

で
は
、「『
暮
ら
し
の
豊
か
さ
と

は
何
か
』
が
改
め
て
問
わ
れ
て

い
る
今
、『
旬
の
時
期
に
旬
の

も
の
を
、
地
元
の
新
鮮
な
も
の

を
味
わ
う
』
こ
と
が
、
最
も
豊

か
で
健
康
な
暮
ら
し
だ
と
再
認

識
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
」
と
述

べ
、「
一
八
年
前
か
ら
地
場
産

給
食
を
実
施
」
し
て
い
る
愛
媛

県
今
治
市
の
事
例
、
岩
手
県
花

巻
地
方
振
興
局
の
「
オ
ー
ル
地

場
産
品
学
校
給
食
の
日
」
の
取

自
治
体
、農
協
の

「
地
産
地
消
」活
動
を
レ
ポ
ー
ト

季
刊
　
定
価
４
０
０
円
　
年
間
１
６
０
０
円

『
21
世
紀
の
日
本
を
考
え
る
』

り
組
み
も
紹
介
。
さ
ら
に
地
産

地
消
を
歓
迎
し
て
い
る
消
費
者

の
声
も
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
生
産
者
側
の
「
少
量
多
品

目
生
産
」と
結
び
つ
い
て
お
り
、

高
齢
農
業
者
の
”い
き
が
い
“の

源
に
な
っ
て
い
る
。「
高
齢
農

業
者
支
援
」
も
特
集
し
て
い
る

『
２１
世
紀
の
日
本
を
考
え
る
』

は
、
村
づ
く
り
・
町
づ
く
り
を

進
め
る
人
た
ち
に
と
っ
て
の
基

本
文
献
と
い
え
る
。

食
文
化
誌
『
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ

（
ヴ
ェ
ス
タ)
』
は
、
様
々
な
専

門
分
野
か
ら
「
食
」
の
世
界
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
食
生
活
の
基

底
に
あ
る
深
遠
な
世
界
に
迫
ろ

う
と
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
専
門
誌

で
あ
る
。
名
前
の
由
来
は
ギ
リ

シ
ャ
神
話
に
出
て
く
る
12
神
の

中
の
「
ヘ
ス
テ
ィ
ア
」。
ロ
ー

マ
神
話
で
は
「
ヴ
ェ
ス
タ
」
の

名
前
で
登
場
す
る
。「
竈
（
か

ま
ど
）
の
女
神
」
と
言
わ
れ
、

神
話
の
中
で
は
控
え
目
な
存
在

だ
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
以
前
の

母
権
制
社
会
で
は
世
界
の
中
心

を
表
し
て
い
た
。

「
文
化
」の
視
点
か
ら

食
の
営
み
を
読
み
解
く

季
刊
　
定
価
７
５
０
円
　
年
間
３
０
０
０
円

『
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
』

に
し
て
伝
え
な
が
ら
、
実
際
に

郷
土
料
理
を
作
っ
て
も
ら
う
活

動
も
行
う
。
し
か
し
大
野
さ
ん

は
こ
う
し
た
活
動
を
続
け
な
が

ら
も
、
自
分
た
ち
の
進
め
る

米
・
魚
・
野
菜
・
豆
・
海
藻
を

活
か
し
た
「
一
汁
三
菜
」
の
献

立
が
若
い
世
帯
に
は
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
料
理
」
と
し
て
違
和
感

さ
え
持
た
れ
て
い
る
こ
と
を
気

に
し
て
い
た
。
だ
か
ら
初
め
て

本
誌
を
目
に
し
た
時
に
、
自
分

た
ち
の
活
動
に
自
信
を
与
え
て

く
れ
る
大
き
な
「
理
論
的
力
」

を
得
た
気
が
し
た
と
言
う
。
そ

の
時
（
45
号
）
の
特
集
は
「
香

り
と
匂
い
」
と
「
食
生
活
指
針
」

の
２
本
立
て
。「
香
り
と
匂
い
」

と
い
う
テ
ー
マ
も
、
ハ
ー
ブ
や

香
辛
料
を
使
っ
た
料
理
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
大
野
さ
ん
に
は

と
て
も
参
考
に
な
る
内
容
だ
っ

た
し
、
外
国
の
食
文
化
に
関
す

る
記
事
な
ど
も
大
変
興
味
深
く

感
じ
ら
れ
、「
新
し
い
食
文
化

誌
と
し
て
今
後
も
是
非
購
読
し

た
い
」
と
す
ぐ
に
定
期
購
読
を

申
込
ん
だ
。

食
の
プ
ロ
か
ら
も
本
誌
初
購

読
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。「
食
に
つ
い
て
自
然
科
学

か
ら
だ
け
で
な
く
、
多
方
面
の

専
門
家
の
考
え
方
な
ど
が
う
か

が
え
て
、と
て
も
面
白
い
で
す
」

（
赤
堀
栄
養
専
門
学
校
助
教

授
）。「
読
み
こ
む
内
容
の
濃
い

本
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
授
業

内
容
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

（
愛
媛
調
理
製
菓
専
門
学
校
副

校
長
）。

「
食
と
農
の
応
援
団
」
事
業

は
農
水
省
の
助
成
に
よ
る
事
業

で
、「
食
は
生
命

い
の
ち

」
の
認
識
を

土
台
に
食
卓
と
生
産
現
場
の
距

離
を
ち
ぢ
め
、
望
ま
し
い
食
生

活
を
実
現
し
て
ゆ
く
た
め
に
、

全
国
各
地
で
行
な
わ
れ
る
生
産

者
と
消
費
者
と
の
交
流
会
や
、

研
修
会
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
等
に
講
師
を
紹
介
す
る
事

業
で
す
。

昨
年
度
か
ら
農
文
協
に
事
務

局
が
移
行
し
た
「
食
と
農
の
応

援
団
」
で
す
が
、
全
国
各
地
の

心
あ
る
食
や
農
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
・
講
師
陣
に
結
集
し
て
い
た

だ
き
、
応
援
団
員
は
一
気
に
一

六
三
名
に
倍
増
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
人
間
の
生
活
の
基
本

的
な
領
域
で
あ
る
医
・
食
・

農
・
想
に
ま
で
ジ
ャ
ン
ル
が
広

が
り
、
そ
し
て
ま
た
地
方
の
有

志
が
格
段
に
増
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
方
で
の
研
修
会
や
講

演
会
が
開
催
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
名
簿
を
、
従
来
の
紙

媒
体
の
名
簿
の
配
布
だ
け
で
な

く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
結
果
、

多
様
な
グ
ル
ー
プ
・
団
体
か
ら

相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

「
食
と
農
の
応
援
団
」
は
、

ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
に
も
と
づ
く
新

し
い
価
値
観
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
形
成
、
そ
し
て
地
域
か
ら

の
新
し
い
経
済
社
会
の
構
築
と

い
う
、
根
源
か
ら
の
大
運
動
の

一
翼
を
担
う
も
の
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
運

動
の
深
化
の
た
め
に
は
、
一
過

性
の
講
演
会
や
研
修
会
に
と
ど

ま
ら
ず
、
持
続
的
で
、
か
つ
深

い
反
省
的
思
考
を
と
も
な
う
食

と
農
の
読
書
運
動
と
の
結
合
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

事
務
局
で
は
応
援
団
員
の
一

層
の
拡
充
を
は
か
り
皆
様
に
ご

活
用
い
た
だ
く
所
存
で
す
の

で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

食
と
農
の
応
援
団
の
新
設
サ

イ
ト
は
、http://www.rural-

net.or.jp/ouen/

。
紙
媒
体
の

名
簿
を
ご
希
望
の
団
体
や
個
人

は
、
農
文
協
文
化
部
ま
で
（
〒

１
０
７
｜
８
６
６
８
港
区
赤
坂

７
｜
６
｜
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
｜

３
５
８
５
｜
６
４
６
６
）。

各
地
の
食
と
農
の
後
援
会
・
学
習
会
に

「
食
と
農
の
応
援
団
」の
活
用
す
す
む

「
食
と
農
の
応
援
団
」
事
務
局

誰
が
食
の
安
全
・
安
心
を
保

障
し
て
く
れ
る
の
？
と
い
う
問

い
か
け
に
、「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
提
案
す
る
展
示
会
が
、
農
文

協
を
事
務
局
に
し
て
開
催
さ
れ

ま
す
。

統
一
テ
ー
マ
は
、
「
創
ろ

う
！
食
べ
よ
う
！
心
と
身
体
に

お
い
し
い
生
活
」。

会
場
で
は
、「
安
全
・
安
心

食
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
や
高
齢

者
・
障
害
者
向
け
食
情
報
・
グ

ッ
ズ
の
紹
介
な
ど
、
す
ぐ
役
立

つ
展
示
・
相
談
ブ
ー
ス
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
提
案
が
、
様
々
に
展
開
さ

れ
ま
す
。

会
場
中
央
で
は
、「
健
康
日

「
食
の
安
全
・
安
心
」を

暮
ら
し
か
ら
問
い
直
す

「
地
域
が
輝
く
い
き
い
き
食
生
活
フ
ェ
ア
２
０
０
２
」
開
催

本
!
み
そ
汁
カ
フ
ェ
」
が
お
勧

め
。「
ふ
る
さ
と
の
味
」
具
沢

山
の
み
そ
汁
を
味
わ
い
な
が

ら
、
そ
の
み
そ
汁
が
血
液
の
流

れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
機
能
を

確
か
め
ま
す
。

「
年
末
年
始
日
本
の
食
文

化
」
や
「
地
産
地
消
の
お
す
そ

わ
け
」
で
は
、
地
域
の
風
土
を

生
か
し
、
家
族
の
た
め
工
夫
を

重
ね
た
料
理
・
食
品
が
出
展
さ

れ
、
そ
の
味
と
「
食
べ
物
の
物

語
」
が
堪
能
で
き
ま
す
。

「
食
農
教
育
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
年
末
年

始
に
向
け
た
野
山
の
素
材
を
使

っ
た
「
ク
ラ
フ
ト
教
室
」。
ま

た
、
ゾ
ウ
・
シ
マ
ウ
マ
・
コ
ア

ラ
・
ラ
イ
オ
ン
・
ヒ
ト
の
ウ
ン

チ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
食
べ
物

を
学
ぶ
「
ウ
ン
チ
教
室
」
を
開

校
し
ま
す
。

基
本
は
「
食
」
を
楽
し
む
こ

と
。
食
の
世
界
を
知
り
、
味
わ

い
、
様
々
な
世
界
・
人
と
の
結

び
つ
き
を
慈
し
む
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
提
案
す
る
展
示
会
で

す
。

■
開
催
日
　
２
０
０
２
年
12
月

14
・
15
日
／
場
所
　
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
東
京
都
有
楽

町
）
／
主
催
　
地
域
に
根
ざ
し

た
食
生
活
推
進
委
員
会
／
事

務
局
（
社
）
農
文
協
／
入
場

無
料

※
展
示
会
の
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
。

http://www.ruralnet.or.jp./sh
oku2002/

福
岡
県
桂
川
町
で
長
年
食
生

活
改
善
活
動
を
行
っ
て
い
る
大

野
節
子
さ
ん
は
、
最
近
こ
の

『
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
』
に
出
会
っ
た
。

同
町
に
は
国
の
特
別
史
跡
第
1

号
「
王
塚
古
墳
」（
6
世
紀
の

前
方
後
円
墳
）
が
あ
り
、
こ
の

歴
史
資
源
を
活
か
し
て
毎
年
10

月
末
に
「
古
代
の
謎
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
る
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、
毎
年
大

野
さ
ん
た
ち
は
縄
文
・
弥
生
時

代
の
食
事
を
再
現
、「
古
代
健

康
食
」
と
銘
打
っ
て
参
加
者
に

食
べ
て
も
ら
う
。
ま
た
、
日
頃

は
子
ど
も
た
ち
へ
の
食
の
伝
承

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
稲
の

き
た
道
や
日
本
の
行
事
の
謂
わ

れ
、
郷
土
料
理
な
ど
を
紙
芝
居

食
育
活
動
を
支
え
る

「
理
論
的
な
力
」
に

最
新
号
（
48
号
）
の
テ
ー
マ

は
「
食
の
安
全
・
安
心
」。
最

近
は
毎
日
の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ

を
賑
わ
す
話
題
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
食
文
化
の
視
点
か
ら
扱
う

と
ど
う
な
る
の
か
。
こ
の
号
の

責
任
編
集
に
当
た
っ
た
順
天
堂

大
学
の
丸
井
英
二
教
授
（
公
衆

衛
生
）
は
巻
頭
で
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
今
回
は
最
近

の
話
題
を
直
接
に
取
り
上
げ
る

よ
り
は
、
む
し
ろ
食
の
不
安
を

生
み
出
し
て
い
る
、
見
え
に
く

い
構
造
に
つ
い
て
、
食
文
化
と

い
う
視
野
の
中
で
、
多
少
と
も

冷
静
に
問
題
を
解
き
ほ
ぐ
し
て

み
た
い
。（
中
略
）
そ
れ
に
し

て
も
、『
食
』
の
み
な
ら
ず
、

私
た
ち
の
生
活
全
体
が
い
か
に

哲
学
を
、
ま
た
原
理
原
則
を
失

っ
て
い
る
か
、
改
め
て
感
じ
さ

せ
る
特
集
で
あ
る
」。
読
み
手

の
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
内
容
に

仕
上
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

『
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
』
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
５
周
年
を
記
念
し
て
11
月

末
ま
で
見
本
誌
進
呈
。
請
求
は

農
文
協
へ
。

最
新
号
の
特
集
は

「
食
の
安
全
・
安
心
」

カ
ラ
ー
グ
ラ
ビ
ア
も
毎
号
充
実
。（
タ
イ
｜
バ
ン
コ
ク
旧
市
街

の
客
家
の
店
、
具
が
評
判
の
「
ク
イ
テ
ィ
ア
オ
（
麺
）」）

入
場
無
料

農 文 協
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現
代
農
業

増
刊

★
自
然
か
ら
人
間
へ
、
農
村
か
ら
都

市
へ
の
呼
び
か
け
―
農
的
暮
ら
し
に

よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
革
命
を
全
国

か
ら
伝
え
る
。
編
集
・
発
行
・
農
文

協
／
季
刊
、
Ａ
５
判
、
９
０
０
円
、

年
間
３
６
０
０
円

既刊より

定
年
帰
農
パ
ー
ト
１
＆
２
／
青
年
帰
農
／
地
域
か
ら
変

わ
る
日
本
―
地
元
学
と
は
何
か
／
朝
市
大
発
見
／
日
本

的
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め
／
地
域
で
介
護
を

／
食
べ
も
の
ク
ラ
イ
シ
ス
／
新
ガ
ー
デ
ン
ラ
イ
フ
の
す

す
め
／
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ラ
イ
フ
提
案
カ
タ
ロ
グ

【
最
新
刊
】
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
な
日
本
！

現
代
農
業

月
刊

★
田
舎
暮
ら
し
の
総
合
実
用
誌
。
有

機
栽
培
、
産
直
・
直
売
、
食
品
加
工
、

民
間
療
法
、
食
農
教
育
な
ど
農
村
か

ら
の
発
信
。
編
集
・
発
行
・
農
文

協
／
月
刊
、
Ａ
５
判
、
８
０
０
円
、

年
間
９
６
０
０
円

【
11
月
号
】
特
集
・
「
秋
の
野
山
」
が
売
れ
る

21
世
紀
の
日
本
を
考
え
る

〈
食
料
・
農
業
・
農
村
〉

★
「
農
村
空
間
」
か
ら
人
生
80
歳
時

代
の
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提

言
す
る
オ
ピ
ニ
オ
ン
誌
。
行
動
呼
び

か
け
人
・
内
山
節
、
川
勝
平
太
氏

ら
／
季
刊
、
Ａ
５
判
、
４
０
０
円
、

年
間
１
６
０
０
円

最近の特集より

18
号
　
高
齢
農
業
者
の
〝
生
涯
現
役
〞
を
支
援
す
る

17
号
　
農
を
基
本
と
し
た
〝
農
工
商
連
携
〞
の
地
域
づ
く
り

16
号
　
自
治
体
の
支
援
で
す
す
め
る
都
市
と
農
村
の
交
流

15
号
　
「
地
産
地
消
」
を
推
進
す
る

14
号
　
直
接
支
払
制
度
を
ど
う
活
か
す
か

農
村
文
化
運
動

★
「
農
」
の
立
場
か
ら
、
自
然
と
人

間
の
対
立
関
係
の
克
服
と
新
し
い
地

域
社
会
形
成
の
道
を
探
る
、
農
家
や

研
究
者
の
交
流
誌
。
編
集
・
発
行
・

農
文
協
／
季
刊
、
Ａ
５
判
、
４
０
０

円
、
年
間
１
６
０
０
円

最近の特集より

166
号
　
21
世
紀
の
教
育
を
地
域
か
ら
問
う

165
号

「
Ｊ
Ａ
‐
Ｉ
Ｔ
研
究
会
」
第
二
回
・
第
三
回
研
究
会
の

記
録

164
号
　
食
農
教
育
で
農
都
両
棲
の
地
域
づ
く
り

163
号

「
Ｊ
Ａ
‐
Ｉ
Ｔ
研
究
会
」
第
一
回
研
究
会
の
記
録

162
号

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
理
論
と
思
想

食・農・教育・地域づくり


